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　06 年秋、映画「長州ファイブ」が全国に先駆けて、山口県
と福岡県で封切られました。国禁を犯して英国留学し、「生き
た器械」となって我が国の近代化の礎を築いた若者たちの生き
方は、我々に多くの教訓を与えてくれます。
　いよいよ 2 月 10 日から全国公開が決定し、東京・千葉・大阪・
名古屋などで上映（上映館は３ページ）、２月から 3 月にかけ
て順次全国で上映されます。皆さんも是非ご覧ください。
　写真は、1863（文久３）年にロンドンで撮影されたもの（萩
博物館蔵）。遠藤謹助（左上）、井上馨（志道聞多・左下）、井
上勝（野村弥吉・中央）、伊藤博文（伊藤俊輔・右上）、山尾庸
三（右下）
－幕末の世、日本の未来のために刀を捨てた、サムライがいた－

2月10日から全国公開！
映画「長州ファイブ」
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萩ふるさとターン応援団萩ふるさとターン応援団

萩ネットワーク協会会長
萩市長　野村興兒

　

旧
年
も
多
事
多
難
、
様
々
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
職
総
理

の
初
め
て
の
松
下
村
塾
訪
問
、
山
口

県
出
身
の
八
番
目
の
総
理
誕
生
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全
国
大
会
で
大
活

躍
な
ど
思
い
出
に
残
る
こ
と
も
数
々

あ
り
ま
し
た
。

　

昨
秋
の
県
道
萩
川
上
線
の
開
通
や

国
道
２
６
２
号
バ
イ
パ
ス
の
今
春
の

開
通
に
よ
り
、市
内
の
車
の
流
れ
は
、

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
更
に
来
年
度

末
に
は
、
萩
・
三
隅
道
路
の
三
隅
・

明
石
間
が
完
成
の
見
込
み
で
、
萩
・

長
門
間
の
所
要
交
通
時
間
が
大
幅
に

短
縮
と
な
り
ま
す
。

　

萩
を
南
北
及
び
東
西
に
結
ぶ
基
幹

自
動
車
道
の
小
郡
・
萩
道
路
や
山
陰

自
動
車
道
の
整
備
は
、
将
来
の
萩
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

萩市では、団塊世代等のＵＪＩターン
を促進する「萩ふるさとターン応援団」
の一環として、昨年８月に「空き家情
報バンク」を開設し、萩市内にある空
き家を移住希望者の住まい（賃貸・売
買）として利用できるよう情報提供を
行っています。

　

こ
の
た
び
、
市
外
在
住
の
２
世
帯

が
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
利
用
し

て
萩
市
へ
の
移
住
を
実
現
さ
れ
ま
し

た
。

○
広
島
県
三
次
市
の
Ａ
さ
ん
ご
夫
妻

　

中
古
住
宅
を
購
入
。
退
職
後
定
住

予
定

○
周
南
市
の
Ｂ
さ
ん
ご
夫
妻　

賃
貸

住
宅
を
契
約
。
12
月
末
に
転
入

　

定
住
総
合
相
談
窓
口
で
は
、
Ｕ

タ
ー
ン
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
る
「
萩

　世界文化遺産の登録に向け、萩市から「萩城・
城下町及び明治維新関連遺跡群」、「九州・山口
の近代化産業遺産群」（萩反射炉など）の２件
が候補として文化庁へ提案されました。
　「萩城・城下町及び明治維新関連遺跡群」は、
萩城跡、萩城城下町、伝統的建造物群保存地区、
旧萩藩校明倫館、松下村塾など 54 の文化財で
構成、近世城下町の町割・建造物が広範囲に残
る都市遺産や明治維新胎動の地を提案のコンセ
プトとしています。萩市と山口県が共同提案。
　「九州・山口の近代化産業遺産群」は、山口
県と九州５県の共同提案で、三池炭鉱など近代
化産業遺産 13 件のうち、山口県で唯一、萩反
射炉が盛り込まれています。
　世界文化遺産候補は、今年度と来年度の２
年間に限り全国の自治体から募集し、全国か
ら 26 県の 24 件が提案されました。文化庁は、
07 年１月中に審査・選定した候補一覧をユネ
スコ世界遺産委員会に提出します。

「萩城・城下町と明治維新遺跡群」
「九州・山口近代化産業遺産群」

　

昨
秋
、
映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

が
全
国
に
先
駆
け
て
、
県
内
で
封
切

ら
れ
ま
し
た
。
国
禁
を
犯
し
て
英
国

留
学
し
、「
生
き
た
器
械
」
と
な
っ

て
我
が
国
の
近
代
化
の
礎
を
築
い
た

若
者
達
の
生
き
ざ
ま
は
、
我
々
に
多

く
の
教
訓
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
萩
の
地
で
先
達
が
厳
し

い
逆
境
に
あ
り
な
が
ら
、
常
に
創
意

工
夫
に
努
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

発
揮
さ
れ
、
藩
政
時
代
の
「
長
州
の

四
白
」（
米
・
塩
・
紙
・
ろ
う
）
に

よ
る
殖
産
事
業
、
疲
弊
す
る
維
新
以

降
の
萩
で
の
夏
蜜
柑
の
植
栽
事
業
、

戦
後
の
混
乱
の
中
で
引
揚
者
が
中
心

と
な
っ
た
木
材
・
竹
材
関
係
の
多
彩

な
事
業
の
展
開
。

　

今
、
萩
の
経
済
は
引
き
続
き
閉
塞

感
が
強
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
う
時
こ
そ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企

業
家
精
神
が
必
要
で
す
。
志
を
も
っ

て
起
業
・
創
業
等
の
努
力
が
大
事
な

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
へ
の
定
住
」
相
談
の
多
く
が
「
住

ま
い
」
に
関
す
る
も
の
で
す
。
そ
う

い
っ
た
声
に
応
え
る
た
め
、
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

萩
市
内
の
空
き
家
を
貸
し
た
い
、

売
り
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
登
録
物
件　

19
件
（
う
ち
２
件
成
約
済
み
）

■
問
い
合
わ
せ

定
住
総
合
相
談
窓
口（

萩
市
企
画
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
３
８
・２
５
・３
８
１
９

Ｅ
メ
ー
ル
：teijyu@

city.hagi.
yam

aguchi.jp

定
住
支
援
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.hagicity.com

/
teijyu/

道
路
開
通
に
よ
る
交
通
の

流
れ
に
変
化

旧
年
を
振
り
返
る
と

長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
志
を

萩
の
発
展
に

萩
へ
の
U
タ
ー
ン
を

お
考
え
の
方
へ

空
き
家
物
件
募
集
中
！

来 て み い ね ！ 住 ん で み い ね ！

世界遺産候補に提案

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
で

移
住
実
現
！
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○
関
東　

シ
ネ
マ
ー
ト
六
本
木
（
日

比
谷
線
六
本
木
駅
）、
ワ
ー
ナ
ー
マ

イ
カ
ル
シ
ネ
マ
板
橋
（
東
武
東
上
線

東
武
練
馬
駅
）、立
川
シ
ネ
マ
シ
テ
ィ

（
Ｊ
Ｒ
線
立
川
駅
）、京
成
ロ
ー
ザ（
京

成
電
鉄
千
葉
線
千
葉
中
央
駅
）

○
大
阪　

シ
ネ
マ
ー
ト
心
斎
橋
（
地

●
萩
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
を
開
催

（
３
月
）

　

10
月
か
ら
06
年
３
月
に
か
け
て
、

東
京
・
大
阪
・
福
岡
で
開
催
。
萩
出

身
者
等
か
ら
、
新
「
萩
市
」
の
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
振
興
に
つ
い
て
提
言

●
萩
商
工
高
校
が
開
校
（
４
月
）

　

県
立
高
校
の
再
編
整
備
計
画
に
よ

り
萩
商
業
と
萩
工
業
が
統
合
し
、
新

た
に
「
萩
商
工
高
等
学
校
」
が
開
校
。

一
期
生
２
１
０
人
が
入
学

●
萩
市
定
住
支
援
サ
イ
ト

「
萩
ふ
る
さ
と
タ
ー
ン
応
援
団
」
を

開
設
（
８
月
）

　

団
塊
の
世
代
を
対
象
に
し
た
Ｕ
Ｊ

Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置

●
萩
国
際
大
学
が
07
年
４
月
か
ら

山
口
福
祉
文
化
大
学
に
（
８
月
）

　

萩
国
際
大
学
が
、
07
年
４
月
か
ら

山
口
福
祉
文
化
大
学
に
改
称
し
、
社

会
福
祉
系
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部

を
新
設
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト

●
映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
が

県
内
先
行
上
映
（
10
月
）

●
新
「
萩
市
」
の
市
民
憲
章
、
市
の

木
・
花
・
果
樹
・
生
物
を
制
定
（
11
月
）

　

木
は
「
ヒ
ノ
キ
」
と
「
マ
ツ
」、

花
は
「
ツ
バ
キ
」
と
「
ハ
ギ
」、
果

樹
は
「
ナ
ツ
ミ
カ
ン
」、生
物
は
「
ホ

タ
ル
」
に
決
定

２
０
０
６
年

萩
市
の
ニ
ュ
ー
ス

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

２
月
10
日
に
全
国
公
開
決
定
！

　

12
月
５
日
か
ら
、
国
立
科
学
博
物

館
・
新
館
２
階
の
常
設
展
示
「
科
学

と
技
術
の
歩
み
」
で
「
長
州
フ
ァ
イ

ブ
」東
京
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
の
全
国

公
開
に
合
わ
せ
、
東
京
で
長
州
フ
ァ

イ
ブ
の
存
在
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
た
こ
の
展
覧
会
。
５

人
の
う
ち
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の

発
展
に
貢
献
し
た
技
術
者
の
山
尾
庸

国
立
科
学
博
物
館
で

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」東
京
展
を
開
催
中
！

　

萩
市
で
は
、
映
画
「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
」
の
全
国
公
開
に
合
わ
せ
、

１
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日

間
、
東
京
で
の
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の

功
績
を
た
ど
る
市
民
号
を
企
画
。

市
内
か
ら
応
募
し
た
約
35
人
が
野

村
萩
市
長
ら
と
と
も
に
参
加
し
ま

す
。　

　

市
民
号
は
、
現
在
「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
・
東
京
展
」
を
開
催
し
て
い

三（
工
学
の
父
）と
井
上
勝
（
鉄
道
の

父
）
を
中
心
に
、
萩
博
物
館
所
蔵
の

実
物
資
料
や
写
真
パ
ネ
ル
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
是
非
一
度
こ
の
展
覧

会
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ　

台
東
区
上
野　

国
立
科

学
博
物
館
・
新
館
２
階
（
Ｊ
Ｒ
上
野

駅
公
園
口
か
ら
徒
歩
３
分
、
西
洋
美

術
館
の
後
側
）

（
０
３
・
３
８
２
２
・
０
１
１
１
）

■
会
期　

１
月
14
日
（
日
）
ま
で

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
日
・
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
火
曜
日
）

■
入
館
料　

一
般
・
大
学
生
５
０
０

円
、
小
・
中
・
高
校
生
無
料　

東
京
の
長
州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り
の
地
へ

る
国
立
科
学
博
物
館
や
伊
藤
博
文

銅
像
が
あ
る
国
会
議
事
堂
、
東
京

駅
丸
の
内
口
に
あ
る
井
上
勝
銅

像
、
伊
藤
博
文
墓
所
、
松
陰
神
社
、

皇
居
な
ど
長
州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
ま
す
。

　

普
段
は
あ
ま
り
行
く
こ
と
が
な

い
長
州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り
の
地
。

一
度
め
ぐ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

▶
東
京
各
大
区
之
内　

芝
金
杉
橋
遠
景（
錦
絵
）

関
東
・
大
阪
・
名
古
屋
で
上
映

下
鉄
御
堂
筋
線
心
斎
橋
駅
）

○
名
古
屋　

中
川
コ
ロ
ナ
シ
ネ
マ

ワ
ー
ル
ド
・
安
城
コ
ロ
ナ
シ
ネ
マ

ワ
ー
ル
ド

※
そ
の
他
、
新
宿
・
川
崎
・
埼
玉
・

広
島
・
鹿
児
島
な
ど
の
映
画
館
で
も

上
映
を
交
渉
中

※
２
～
３
月
に
か
け
て
、
全
国
約
50

館
で
上
映
を
交
渉
中

２
月
10
日
公
開
の
映
画
館

　今「長州ファイブ」を選んだのは、
今の時代とダブるからです。ファイブ
が生きた時代と、このどうしようもな
い２００６年とが。
　若い人たちも何をやったらいいか分
からなくなっている。可哀想ですね。
情報が溢れて迷っているんです。選択
肢がありすぎるから、「自分が何をし
たいか」「どうやって生きていけばい
いのか」見えなくなってる人が大勢い
る。
　そんな彼らこそ「長州ファイブ」と
いう生き様をぶつけてみたいと思った
んです。

監督インタビュー

市 民 号

「なぜ今ファイブなのか？」
じゃなくて「今だからこそ
ファイブ」なんです。

出演：松田龍平、原田大二郎、
　　　泉谷しげる
監督・脚本：五十嵐匠
119 分
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萩
の
町
の
外
観
的
な
紹
介
は
し

ば
し
ば
目
に
す
る
が
、
生
活

風
景
や
市
井
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
描
い
た
作
品
は
そ
う
多
く
な
い
。

　

永
松
定
の
「
萩
の
独
楽
廻
し
」
は

戦
後
間
も
な
い
頃
の
萩
の
風
情
を
知

る
上
で
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
だ
。

主
人
公
は
何
の
変
哲
も
な
い
萩
に
住

み
、「
ヨ
ソ
モ
ノ
」
と
し
て
の
体
験

の
中
で
、
萩
の
ま
ち
の
様
子
を
観
察

し
馴
染
ん
で
ゆ
く
。
新
入
者
が
最
初

に
感
じ
る
の
は
、
萩
地
方
独
特
の
季

節
感
だ
。
彼
は
言
う
「
萩
で
一
番
気

候
の
い
い
頃
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
で
あ
る
。（
略
）
秋
も
ど
う
や
ら
、

せ
い
ぜ
い
九
月
一
杯
ま
で
だ
。
十
月

の
中
頃
、
萩
駅
近
く
の
通
称
、
天
神

さ
ん
の
祭
り
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ

の
頃
か
ら
も
う
バ
ラ
バ
ラ
と
降
り
出

す
時
雨
が
霙
（
み
ぞ
れ
）
始
め
る
の

だ
。」永

松
は
熊
本
の
出
身
だ
が
、
東

京
で
教
師
の
か
た
わ
ら
作
家

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
６

「
萩
の
独こ

ま楽
廻ま

わ

し
」
と

永
松 

定

路
と
同
じ
高
さ
の
部
屋
が
一
階
と
す

れ
ば
、
そ
の
下
に
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
、
地
下
の
部
屋
、
ま
た
は
物

置
と
言
っ
た
よ
う
な
も
の
が
く
っ
つ

い
て
い
た
」
と
。
物
語
は
こ
こ
で
織

り
な
す
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
人
々
の

生
活
ぶ
り
で
あ
る
。

　
「
煙
草
屋
、
次
が
警
視
上
が
り
の

老
夫
婦
、
次
が
何
か
の
家
伝
の
薬
を

売
り
歩
く
と
い
う
小
柄
な
老
人
夫
婦
、

そ
の
次
は
も
う
私
の
家
の
真
向
か
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
は
南

方
で
戦
死
し
た
と
い
う
海
軍
少
将
と

か
の
遺
族
で
、
婆
さ
ん
に
四
十
前
後

の
色
白
で
上
品
だ
が
少
し
ケ
ン
の
あ

る
未
亡
人
と
女
学
校
に
行
っ
て
い
る

の
を
頭
に
娘
四
人
と
い
う
女
ば
か
り

の
家
、
そ
の
隣
が
、
こ
の
お
話
の
主

人
公
、
有
名
な
萩
の
独
楽
廻
し
の
小

田
森
仁
一
郎
の
家
、
次
は
中
学
校
の

老
小
使
の
家
、
次
が
ベ
ッ
コ
ー
屋
の

こ
れ
ま
た
老
夫
婦
・
・
・
」
こ
う
し

た
住
人
た
ち
の
日
常
の
生
活
が
活
写

さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
一
帯
は

け
え
ノ
ン
タ
、
何
々
で
あ
り
ま
す
ノ

ン
タ
、
と
言
う
具
合
に
」

　

主
人
公
は
こ
う
し
て
萩
の
町
に
と

け
込
ん
で
行
く
の
だ
が
、
小
田
森
仁

一
郎
と
い
う
独
楽
廻
し
と
の
出
会
い

は
特
別
だ
。
彼
は
、
こ
の
あ
た
り
で

名
の
知
れ
た
テ
キ
屋
の
親
分
で
、
祭

り
の
時
の
露
天
商
人
の
縄
張
り
を
決

め
た
り
、
市
場
の
監
督
取
締
り
の
役

も
し
て
い
る
オ
ッ
カ
ナ
イ
男
な
の
だ

が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
作
者
は
恐
る

恐
る
も
こ
の
親
分
と
親
交
を
結
ぶ
の

だ
。
小
田
森
を
知
る
ほ
ど
に
興
味
が

深
ま
り
、
作
品
で
は
教
師
と
テ
キ
ヤ

の
得
も
言
わ
れ
ぬ
交
遊
と
そ
の
顚
末

を
、
小
田
森
の
独
楽
廻
し
の
実
演
を

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
据
え
て
し
め
く

く
る
。

　
「
正
月
の
二
日
に
私
の
家
で
小
田

森
仁
一
郎
が
独
楽
廻
し
の
実
演
を
し

て
み
せ
る
と
い
う
話
が
す
ぐ
さ
ま
伝

わ
っ
て
、
そ
の
日
に
な
る
と
、
朝
か

ら
近
所
近
辺
の
女
子
ど
も
が
そ
れ
を

見
よ
う
と
つ
め
か
け
て
き
た
。」

イ
ッ
と
い
う
叫
び
と
と
も
に
、
左
足

が
一
歩
前
に
踏
み
出
さ
れ
、
右
足
が

半
歩
ほ
ど
後
ろ
に
ひ
か
れ
る
と
同
時

に
腰
が
下
ろ
さ
れ
、
小
田
森
の
筋
骨

隆
々
た
る
腕
が
眼
に
も
と
ま
ら
ぬ
早

さ
で
前
後
に
一
回
転
し
て
、
差
し
渡

し
一
尺
ほ
ど
の
大
独
楽
は
、
一
間
ほ

ど
先
の
中
宇
に
飛
ん
だ
か
と
思
う
と
、

そ
の
ま
ま
差
し
出
さ
れ
た
小
田
森
の

右
手
の
掌
に
、
じ
い
っ
と
止
ま
っ
て

静
止
し
て
い
る
。
独
楽
は
微
か
な
唸

り
を
生
じ
な
が
ら
、
見
た
目
に
は
微

動
だ
に
せ
ず
、
あ
た
か
も
静
止
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
い
わ
ゆ

る
「
眠
り
」
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
見
物
の
子
女
の
間
に
思

わ
ず
感
嘆
の
溜
息
が
漏
れ
た
。
ま
た

ま
た
エ
イ
ッ
と
い
う
掛
け
声
と
と
も

に
大
独
楽
は
一
間
ば
か
り
も
飛
び
上

が
り
、
今
度
は
左
手
に
受
け
止
め
ら

れ
た
。」

　

こ
う
し
て
独
楽
は
小
田
森
の
お
も

い
の
ま
ま
自
由
自
在
に
回
り
続
け
、

観
客
の
感
嘆
の
な
か
最
後
は
抜
き
身

制
萩
中
学
の
青
年
教
師
・
永
松
定
の

こ
と
も
ま
た
70
代
と
な
っ
た
教
え
子

た
ち
は
憶
え
て
い
る
。

　
「
独
楽
廻
し
は
、
学
校
帰
り
に
見

物
す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
よ
」

　
「
だ
み
声
の
口
上
が
今
で
も
耳
に

残
っ
て
い
ま
す
」

　

永
松
先
生
に
つ
い
て
は
「
ヌ
ー

ボ
ー
と
し
た
お
お
ら
か
な
人
で
し

た
」「
教
壇
で
は
話
が
度
々
脱
線
し

た
け
ど
面
白
か
っ
た
ね
」「
先
生
は

た
し
か
東
大
出
の
作
家
で
し
た
よ
」

「（
ジ
ョ
イ
ス
の
）
ユ
リ
シ
ー
ズ
を
翻

訳
し
た
人
で
し
た
な
」

　

教
え
子
の
右
田
忠
司
（
76
）
や
山

本
孝
夫
（
76
）、
森
悦
健
（
74
）、
村

田
昌
志
（
73
）
ら
は
目
を
細
め
て
遠

い
日
に
思
い
を
馳
せ
る
。

永
松
は
戦
中
戦
後
の
萩
の
人
々

の
実
生
活
の
断
面
を
繊
細
な

活
字
表
現
で
切
り
取
っ
た
の
だ
が
、

半
世
紀
を
経
た
今
、
永
松
は
巧
ま
ず

し
て
「
戦
後
の
萩
」
を
セ
ピ
ア
の
風

小野の独楽廻し（昭和 22 年）

（昭和45年刊）
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活
動
を
し
、
昭
和
17
年
か
ら
23
年
に

か
け
て
旧
制
萩
中
学
の
英
語
教
師

を
務
め
た
。
作
者
自
身
を
投
影
し
た

主
人
公
が
住
ん
だ
の
は
「
南
片
河
町

六
十
九
番
地
」
で
、
作
中
描
写
に
よ

れ
ば
「
そ
こ
は
萩
城
の
外
堀
の
ひ
と

つ
で
、
河
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
の
路
地
の
西
側
の
家
は
崖
と

す
れ
す
れ
に
建
っ
て
い
る
の
で
、
道

い
ま
外
堀
の
改
修
と
道
路
の
拡
幅
工

事
の
進
捗
で
ス
ッ
キ
リ
整
備
さ
れ
て

昔
日
の
面
影
は
な
い
。

主
人
公
は
萩
の
人
々
を
観
察
し

言
葉
に
も
興
味
を
も
つ
。

　
「
そ
し
て
ネ
エ
、
あ
な
た
ネ
エ
君

と
で
も
言
う
べ
き
と
こ
ろ
に
ノ
ン
タ

と
よ
く
言
っ
た
。」（
略
）「
何
々
じ
ゃ

　
「
小
田
森
仁
一
郎
は
両
足
を
大
き

く
踏
ん
張
っ
た
。
眼
は
座
敷
の
端
の

鴨
居
と
天
井
の
間
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ

に
、
強
く
据
え
ら
れ
た
ま
ま
動
か
な

い
。
そ
の
と
き
、
痩
せ
て
小
柄
の
小

田
森
の
体
が
、
み
る
み
る
仁
王
み
た

い
に
大
き
く
な
っ
て
、
座
敷
一
杯
に

立
ち
は
だ
か
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。

た
ち
ま
ち
居
合
い
抜
き
の
よ
う
な
エ

の
刃
渡
り
で
大
団
円
と
な
る
。

都
会
人
の
永
松
に
と
っ
て
、
歴

史
風
土
に
染
め
ら
れ
た
萩
の

人
々
と
の
生
活
は
新
鮮
な
経
験
の
連

続
だ
っ
た
よ
う
で
、
作
中
表
現
は
細

や
か
だ
。
小
田
森
は
実
名
で
は
な
い

が
実
在
し
た
人
物
で
、
い
ま
で
も
市

民
の
間
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
旧

景
に
閉
じ
込
め
た
と
も
言
え
る
。
作

品
を
読
ん
で
永
松
が
描
い
た
作
中
の

そ
こ
こ
こ
を
散
策
す
る
と
、
変
わ
り

ゆ
く
萩
の
風
情
に
あ
ら
た
め
て
心
動

か
さ
れ
る
。

高
井　

誠
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

陸
上
指
導
者

　

萩
市
川
島
在
住
の
堀
田
誠
さ
ん
が
、
日
本

陸
上
競
技
連
盟
（
会
長
：
河
野
洋
平
）
か
ら

日
本
陸
上
競
技
の
最
高
章
で
あ
る
秩
父
宮
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

堀
田
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
か
ら
24
年
間
、

陸
上
競
技
部
の
監
督
と
し
て
萩
高
校
（
昭
和

37
年
～
55
年
の
19
年
間
）
な
ど
を
全
国
高
校

駅
伝
大
会
で
10
回
入
賞
（
最
高
３
位
）
に
導

い
た
後
、
山
口
県
教
育
委
員
会
で
維
新
百
年

記
念
公
園
陸
上
競
技
場
（
山
口
市
）
の
建
設

に
関
わ
っ
た
ほ
か
、
国
体
強
化
の
責
任
者
と

し
て
県
陸
上
チ
ー
ム
に
好
成
績
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の
陸
上
大
会
で
あ
る

「
田
島
直
人
記
念
陸
上
競
技
大
会
」
の
企
画
・

運
営
に
も
中
心
的
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
約

50
年
間
、
陸
上
競
技
の
指
導
者
と
し
て
選
手

の
育
成
強
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
方
の
指
導
、
支
援
の
お
か
げ
で

す
」
と
堀
田
さ
ん
。
萩
に
帰
省
後
も
「
萩
の

た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
、「
萩
城
下
町
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」の
創
設
に
も
貢
献
。
現
在
も
、

山
口
県
陸
上
競
技
協
会
副
会
長
と
し
て
県
の

陸
上
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

秩父宮章

堀
田 

誠 

さ
ん

　

卓
越
し
た
技
能
者
を
表
彰
す
る
「
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
」（
現
代
の
名
工
）
に
、
高
級

和
す
だ
れ
を
製
作
し
て
い
る
萩
市
大
井
の

平
井
製
簾
所
代
表
、
平
井
恒
夫
さ
ん
（
73
歳
、

椿
在
住
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

工
場
を
構
え
て
約
40
年
。
業
界
全
体
で
機

械
化
が
進
む
中
、
手
作
業
に
こ
だ
わ
り
、
西

日
本
で
唯
一
の
す
だ
れ
職
人
と
し
て
高
級
な

「
御
座
敷
す
だ
れ
」
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

ひ
ご
作
り
は
恒
夫
さ
ん
、
編
む
の
は
妻
の

和
子
さ
ん
の
役
割
。「
ど
ち
ら
が
か
け
て
も

出
来
な
い
仕
事
。
受
賞
は
嬉
し
い
し
、
妻
と

２
人
で
も
ら
っ
た
よ
う
な
も
の
」。

　

全
国
的
に
も
良
質
の
竹
と
折
り
紙
の
つ
い

た
萩
産
の「
真
竹
」に
こ
だ
わ
り
、簾
１
枚（
高

さ
約
1.8
ｍ
、
幅
95
㎝
）
を
仕
上
げ
る
の
に
約

１
０
０
０
本
の
ひ
ご
を
使
い
ま
す
。

　

丁
寧
に
作
ら
れ
た
す
だ
れ
は
、
使
い
込

む
ほ
ど
そ
の
色
合
い
に
深
さ
を
増
し
て
、

１
０
０
年
は
使
用
で
き
る
と
さ
れ
、
05
年
に

は
京
都
の
迎
賓
館
に
も
納
め
ら
れ
た
逸
品
。

　

繊
細
で
根
気
の
い
る
作
業
に
、「
入
門
し

て
も
長
く
て
一
週
間
、
大
半
が
半
日
で
辞
め

ま
し
た
」
と
後
継
者
難
。
昨
年
３
月
に
開
校

し
た
地
元
の
椿
西
小
学
校
に
も
、
平
井
さ
ん

の
作
品
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

注
文
を
受
け
、
寸
法
ど
お
り
に
作
る
受
注

生
産
。
セ
ッ
ト
（
４
枚
１
組
）
は
約
30
万
円

台
か
ら
。

平
井
製
簾
所（
０
８
３
８
・
２
８
・
０
１
０
８
）

高
級
和
す
だ
れ

現代の
名工

平
井
恒
夫
さ
ん
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大
井
湊
は
剣
先
い
か
の

一
大
産
地

　

大
井
湊
漁
港
は
山
陰
日
本
海
を
代

表
す
る
「
剣
先
イ
カ
漁
」
の
一
大
基

地
で
す
。
漁
港
に
は
大
規
模
な
活
き

イ
カ
用
の
活
魚
水
槽
設
備
が
整
備
さ

れ
、
萩
名
物
・
剣
先
イ
カ
を
各
地
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
活
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、
知
名
度

も
出
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の

消
費
者
に
萩
の
剣
先
イ
カ
を
味
わ
っ

て
頂
き
た
い
、
し
か
も
産
地
で
し
か

食
す
る
事
が
で
き
な
い
活
き
剣
先
イ

カ
の
刺
身
料
理
を
も
っ
と
手
軽
に
楽

し
ん
で
頂
き
た
い
、
そ
ん
な
想
い
か

ら
生
ま
れ
た
の
が
「
活
イ
カ
パ
ッ
ク

販
売
」。
機
器
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
大
阪
府
堺
市
の
機
械
メ
ー
カ
ー
が

開
発
し
ま
し
た
。

　

本
来
、
剣
先
イ
カ
は
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
な
生
き
も
の
で
、
普
通
の
魚

類
と
比
較
し
て
も
「
活
か
し
」
が
大

変
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
殺
菌
海
水
に
Ｐ
Ｈ
調

整
剤
等
を
添
加
し
、
特
殊
パ
ッ
ク
に

酸
素
充
填
す
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、

発
売
ま
で
に
実
験
を
繰
り
返
し
た
と

こ
ろ
、
激
し
く
揺
す
っ
て
も
ス
ミ
を

吐
く
こ
と
も
な
く
、
最
長
で
26
時
間

生
存
（
活
イ
カ
の
個
体
差
に
よ
り
異

な
る
）
と
い
う
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

海
水
に
つ
い
て
は
、
魚
市
場
に
装
備

さ
れ
て
い
る
殺
菌
海
水
を
そ
の
ま
ま

流
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

導
入
コ
ス
ト
は
安
く
上
が
り
ま
し
た
。

　

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
発
売
開
始
後
、
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
る
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

消
費
者
の
関
心
は
高
く
、
店
頭
の
サ

ン
プ
ル
を
興
味
深
そ
う
に
眺
め
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
一
般
の

お
客
様
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
は
店
舗

に
イ
カ
専
用
水
槽
設
備
が
な
い
と
提

供
で
き
な
か
っ
た
活
き
イ
カ
料
理
が
、

設
備
投
資
ゼ
ロ
で
実
現
で
き
る
と
、

市
内
の
料
理
店
な
ど
プ
ロ
筋
の
関
心

も
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
来
年
の

シ
ー
ズ
ン
（
剣
先
イ
カ
の
盛
漁
と
な

る
春
以
降
）
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
活
発

化
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
首
都
圏

や
関
西
圏
な
ど
へ
の
宅
配
便
に
よ
る

発
送
が
可
能
と
な
る
よ
う
生
存
成
績

を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
パ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
カ

類
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
魚
類
に
も

和田支店長（特殊パック機の前で）▷

活
魚
パ
ッ
ク
で
剣
先
イ
カ
を

活
き
た
ま
ま
販
売
!!

「
萩
名
物
・
剣
先
イ
カ
の
活
き
造
り
を
ご
家
庭
で
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

11
月
１
日
、
漁
協
直
営
店
：
萩は
ぎ
う
お魚
（
道
の
駅
/
萩
し
ー
ま
ー
と
内
）
で
、
活
イ
カ

パ
ッ
ク
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

特
殊
パ
ッ
ク
に
殺
菌
海
水
と
酸
素
を
充
填
、
活
き
た
イ
カ
を
１
パ
イ
づ
つ
封
入
し

て
運
搬
が
で
き
る
状
態
に
し
た
商
品
で
す
。
こ
の
新
製
品
の
担
当
に
な
ら
れ
た
山

口
県
漁
協
大
井
湊
支
店
の
和
田
支
店
長
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

活
用
で
き
る
の
で
、
ア
マ
ダ
イ
や
キ

ジ
ハ
タ
と
い
っ
た
高
級
魚
へ
の
転
用

に
も
ト
ラ
イ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
の
で
、
じ
っ
く
り
根
気
よ

く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
活
い
か
パ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
大

井
湊
地
区
の
田
中
商
店
に
も
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
漁
協
大
井
湊
支
店

０
８
３
８
・
２
８
・
０
２
３
１

漁
協
直
営
店
「
萩
魚
」

０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７

田
中
商
店
㈲

０
８
３
８
・
２
８
・
０
４
０
０

△特殊パックされた状態の活き剣先イカ

萩
名
物

ア
マ
ダ
イ
な
ど
に
も
転
用

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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ズーム
アップ

ズーム
アップ約

10
年
間
を
萩
で
、

書
籍
販
売
の
き
っ
か
け

　

生
ま
れ
は
九
州
の
飯
塚
市
で
す
。

幼
少
の
頃
、
萩
に
移
り
昭
和
４
、５

年
頃
ま
で
約
10
年
間
を
萩
で
過
ご
し

ま
し
た
。
当
時
は
下
五
間
町
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
明
倫
小
学

校
の
卒
業
生
で
す
。
当
時
、
家
庭
が

貧
し
か
っ
た
た
め
、
修
学
旅
行
の
こ

と
を
親
に
言
い
出
せ
ず
不
参
加
、
こ

れ
が
子
供
の
頃
の
一
番
悔
し
か
っ
た

想
い
出
で
す
。
高
等
小
学
校
を
出
て
、

そ
の
あ
と
は
、
唐
樋
の
防
長
自
動
車

に
車
掌
見
習
い
で
半
年
間
、
東
田
町

の
す
ず
ら
ん
楽
器
店
に
２
年
勤
務
、

そ
し
て
大
阪
に
出
て
大
手
レ
コ
ー
ド

店
で
２
年
間
、
広
島
ま
で
戻
っ
て
桝

本
と
い
う
洋
服
屋
に
勤
め
ま
し
た
。

　

書
籍
の
販
売
に
関
わ
る
き
っ
か
け

は
、
こ
の
頃
で
す
。
今
で
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
当
時
貸
本
屋
が
結

構
流
行
っ
て
い
て
、
私
自
身
も
よ
く

利
用
し
ま
し
た
。
常
連
に
な
る
に
つ

れ
て
、
こ
の
貸
本
屋
の
商
売
の
仕
組

み
が
理
解
で
き
、
こ
れ
は
儲
か
る
と
、

自
身
で
貸
本
屋
を
起
業
す
る
こ
と
を

思
い
つ
き
ま
し
た
。
た
だ
、
当
時
す

で
に
広
島
は
都
会
で
、
な
か
な
か
商

売
に
適
し
た
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
。

　

家
内
が
四
国
松
山
市
の
近
郊
出
身

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
12
年
に

松
山
に
渡
り
、
松
山
市
千
舟
町
に
明

屋
書
店
の
前
身
と
な
る
貸
本
屋
「
明

文
堂
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
貸
本
屋
が
、
目
論
見
通
り
大

あ
た
り
。
終
戦
ま
で
貸
本
業
を
続
け
、

昭
和
21
年
頃
に
事
業
拡
大
す
る
た
め
、

松
山
の
繁
華
街
（
現
在
の
松
山
市
湊

町
）
に
土
地
を
得
て
、
新
刊
本
を
扱

う
書
店
を
開
店
。
当
時
の
松
山
の
地

価
は
と
て
も
安
く
、
確
か
１
坪
あ
た

り
が
３
５
０
円
、
畳
１
枚
作
っ
て
も

ら
う
の
が
70
円
で
し
た
か
ら
、
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
値
段
で
し
た
。

　

明
文
堂
と
い
う
店
名
は
、
あ
り
ふ

れ
た
名
前
で
、
郵
便
物
が
違
う
所
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、「
明
屋
書
店
」
と
改

名
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
「
明
」
の

字
は
、
自
分
の
名
前
か
ら
。
こ
の
一

文
字
に
は
、
文
字
ど
お
り
「
店
内
は

明
る
く
あ
れ
」「
社
員
は
明
朗
で
あ

れ
」
と
の
願
い
を
込
め
て
命
名
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
が
学
ん
だ
旧

萩
藩
校
の
明
倫
小
学
校
に
あ
や
か
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
も
多
少
あ
り
ま
し

た
。「
株
式
会
社　

明
屋
書
店
」
と

し
て
会
社
を
設
立
し
た
の
は
昭
和
25

年
の
こ
と
で
し
た
。

　

松
山
湊
町
の
１
号
店
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
現
在
は
、
山
口
県
に
18
店
舗
、

九
州
地
区
に
30
店
舗
、
四
国
地
区
に

29
店
舗
、
そ
し
て
北
は
北
海
道
か
ら
、

南
は
九
州
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
15

都
道
府
県
に
直
営
73
店
、
Ｆ
Ｃ
17
店
、

合
計
90
店
に
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
国

内
で
も
最
大
級
の
地
域
書
店
に
成
長

し
ま
し
た
。

　

成
功
の
要
因
？
、
一
言
で
は
な
か

な
か
言
え
ま
せ
ん
が
、今
で
い
う「
社

員
教
育
」
を
熱
心
に
や
っ
た
こ
と
が

一
番
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も

と
、
人
に
も
の
を
教
え
る
の
が
大
好

き
な
性
質
で
、
商
売
の
基
本
か
ら
販

売
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
ま
で
事
細
か
く
指

導
し
ま
し
た
。
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
、「
機
先
を
制
す
る
」「
清
潔
・

整
頓
」「
親
切
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

特
に
３
つ
目
の
「
親
切
」、
こ
れ
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
お
客
様
は

親
切
に
し
て
く
れ
た
店
を
決
し
て
忘

れ
な
い
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
細
か
い
こ
と
で
す
が
、

店
先
に
あ
る
お
客
様
の
自
転
車
に
、

雨
が
降
っ
て
き
た
ら
紙
を
か
ぶ
せ
て
、

風
で
飛
ば
な
い
よ
う
に
そ
の
上
に
小

石
を
置
い
て
お
く
と
か
・
・
・
。
今

で
も
、
各
地
の
明
屋
書
店
の
店
頭
に

は
、
自
転
車
の
空
気
入
れ
が
置
い
て

あ
る
は
ず
で
す
。
昔
の
よ
う
に
町
の

あ
ち
こ
ち
に
自
転
車
屋
さ
ん
が
あ
る

と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
ち
ょ
っ
と
空
気
が
抜
け
た
時

な
ど
に
重
宝
し
て
頂
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

萩
再
訪

　

幼
少
の
頃
を
過
ご
し
た
萩
に
は
、

そ
の
後
何
度
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
家

内
と
結
婚
し
た
春
に
は
、
萩
城
跡
の

指
月
公
園
を
散
策
、
城
跡
に
咲
く
満

開
の
桜
が
見
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
直
後
に
東
萩
駅
近
く

の
松
本
川
沿
い
の
借
家
に
半
年
ほ

ど
住
み
、
暇
が
あ
れ
ば
、
河
畔
で
ハ

ゼ
釣
り
を
し
た
こ
と
も
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
当
時
は
、
飯
粒
で
い

く
ら
で
も
釣
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

確
か
３
～
４
年
前
に
萩
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
自
分
も
来
年
で
90
歳
、
か

つ
て
の
同
級
生
や
、
市
制
10
周
年
の

時
に
一
緒
に
楽
団
を
組
ん
だ
昔
の
友

達
が
も
う
ほ
と
ん
ど
居
な
く
な
り
ま

し
た
。
幼
少
期
を
過
ご
し
た
下
五
間

町
も
当
時
の
住
宅
地
か
ら
飲
食
店
街

に
様
変
わ
り
、
昔
通
っ
た
散
髪
屋
さ

ん
な
ど
も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
少

し
寂
し
い
想
い
で
す
。（
談
）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
２
月
25

日
、
福
岡
県
飯
塚
市
生
ま
れ
、
幼
少

期
の
10
年
間
を
萩
で
過
ご
す
。
明
倫

高
等
小
学
校
卒
。
37
（
昭
和
12
）
年
、

松
山
市
に
て
明
屋
書
店
の
前
身
と
な

る
貸
本
屋
「
明
文
堂
」
を
創
業
。
50

（
昭
和
25
年
）、
株
式
会
社
明
屋
書
店

を
設
立
。

年
間
売
上
高
１
８
９
億
円
。

明
屋
書
店
は
全
国
各
地
に
90
店
を
展
開
す
る
国
内

で
も
最
大
級
の
地
域
書
店
チ
ェ
ー
ン
。

幼
少
年
期
を
萩
の
町
で
過
ご
さ
れ
た
創
業
者
・
安

藤
会
長
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

（89 歳 愛媛県松山市在住）

安あ
ん
ど
う藤 

明
あ
き
ら

㈱
明は

る
や屋

書
店 

会
長

氏

成
功
の
要
因

会
社
設
立
ま
で

△自転車の空気入れ
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下関巴城会総会
12月2日

下関東急イン（下関市）
　

19
人
が
出
席
。

益
田
宗
親
会

長（
昭
17
年
卒
）

が
「
我
々
卒
業

生
が
協
力
し
て
、

母
校
萩
高
の
た

め
に
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と

挨
拶
。
ま
た
、

山
下
浩
校
長
か

　

東
京
在
住
の
萩
出
身
者
に
よ
っ
て
活
動

中
の
「
ふ
る
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
萩
大
志

館
」が
、11
月
18
・
19
日
に
開
催
さ
れ
た「
栃

木
秋
祭
り
」
に
萩
物
産
展
を
出
店
し
ま
し

た
。

　

栃
木
市
の
活
性
化
を
目
指
す
団
体
「
元

気
ジ
ャ
パ
ン
」
と
提
携
し
て
実
現
し
た
物

産
展
で
、萩
の
海
鮮
物
、夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
、
地
ビ
ー
ル
、
地
酒
を
販
売
。
栃
木
市

民
の
皆
さ
ん
に
萩
の
味
を
堪
能
し
て
頂
き

つ
つ
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
案
内
チ
ラ
シ
を
配

る
な
ど
し
て
、
萩
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
地
元
企

業
の
販
路
開
拓
に
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栃
木
に
残
る
江
戸
時
代
の
蔵
を

ら
、
萩
高
合
唱
部
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
と
国
民
文

化
祭
で
の
会
津
高
校
と
の
合
同

「
萩
焼
カ
フ
ェ
」
に
改
造
。
萩
焼
に
た
て

た
抹
茶
を
提
供
し
つ
つ
、
栃
木
市
民
の
皆

さ
ん
と
萩
の
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

全
国
で
も
類
を
見
な
い「
大
志
館
活
動
」

を
推
進
中
の
在
京
萩
出
身
者
。
萩
大
志
館

は
来
年
も
ふ
る
さ
と
の
為
に
活
動
を
活
発

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

参
加
者
募
集
中
！　

東
京
で
商
品
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
企
業
の
方
も
是
非
ご
相
談
下
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

萩
大
志
館 

井
関
隆
行

（
０
９
０
・
８
６
２
８
・
７
１
４
７
）Ｅ
メ
ー

ルtakayuki_salvador@
hotm

ail.
com

たちばな会・からたち会下関支部総会
11月22日

亀山八幡宮儀式殿（下関市）

　

35
人
が
出

席
。
た
ち

ば
な
会
松
村

久
支
部
長
が

「
安
倍
首
相

効
果
を
下
関

で
感
じ
ら
れ

嬉
し
く
思
う
。

萩
商
業
の
就

職
も
景
気
が

良
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
」
と
、
川
原
輝
彦
同
窓

会
長
が
「
統
合
さ
れ
、
地
域
の
活
力
に
と
っ
て
寂

し
い
限
り
だ
が
、
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
大
切

に
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
フ
グ
さ
し
、
フ
グ
鍋
、
フ
ク
の
ひ

れ
酒
と
フ
ク
づ
く
し
。
昔
と
今
の
萩
の
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
事
務
局
は

中
谷
満
正
（
０
９
０
・
５
０
８
１
・
８
５
４
５
）

演
奏
会
の
開
催
の
ほ
か
、
東
大
・
京
大
・
国
公
立
医
学
部
の
合
格
率
ラ

ン
キ
ン
グ
で
萩
高
が
県
内
４
位
に
な
っ
た
と
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
全
員
が
近
況
報
告
を
行
い
、
故
郷
萩
を
懐

か
し
む
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
事
務
局
は
、
益
田
宗
親

（
０
８
３
２
・
３
２
・
３
３
８
７　

益
田
耳
鼻
咽
喉
科
）

「萩の陶芸家たち展」　

萩
陶
芸
家
協
会
（
三
輪
休
雪
会
長
）
の
会
員
97
人
の
作
品

を
一
堂
に
集
め
た
「
～
新
し
き
伝
統
を
も
と
め
て
～
萩
の
陶

芸
家
た
ち
展
」
が
、
12
月
13
日
～
18
日
、
東
京
・
日
本
橋
高

島
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
、
作
品

の
前
で
足
を
止
め
、
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
、
萩
の
美
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
茶
器
や
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
花
器
を
は
じ
め
、

現
代
萩
焼
の
最
高
峰
96
歳
の
人
間
国
宝
・
三
輪
壽
雪
さ
ん
と
、

未
来
を
担
う
20
代
の
新
進
作
家
の
作
品
が
同
じ
舞
台
に
並
ぶ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
あ
る
新
作
を
一
堂
に
展
観
。

　

三
輪
会
長
は
「
萩
焼
４
０
０
年
の
歴
史
で
、
こ
れ
だ
け
多

く
の
会
員
が
そ
ろ
っ
て
東
京
で
展
覧
会
を
す
る
の
は
初
め
て

で
画
期
的
な
こ
と
。
様
々
な
感
覚
で
い
ろ
い
ろ
な
素
材
や
技

法
を
使
え
る
時
代
に
な
っ
た
。
多
様
な
作
品
が
出
て
く
る
の

は
萩
焼
が
進
化
し
て
い
る
証
拠
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
萩
陶
芸
家
協
会
は
、
２
０
０
４
年
秋
、
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
で
１
０
０
人
規
模
の
「
萩
開
府

４
０
０
年
記
念　

萩
陶
芸
家
協
会
展
」
を
開
き
、
さ
ら
に
幅

広
い
人
た
ち
に
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う
と
今
回
の
企
画
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

〜萩焼 東京を魅了〜

熱心に耳を傾ける来場者 岡田裕・協会専務理事のギャラリートーク

〜萩大志館だより〜

萩
の
名
産
品
が
栃
木
に
出
現
!?

2007 年 1 月（第 73 号） 8



○
林
賢
治
（
埼
玉
県
川
越
市
）

　

前
号
の
「
萩
の
も
ん
か
き
や
」
懐
か
し
く
読
み

ま
し
た
。
若
い
頃
原
作
を
読
み
、
高
校
生
の
と
き
、

田
町
の
一
角
に
あ
っ
た
「
も
ん
か
き
や
」
を
覗
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
続
い
て
い
る
と
知
っ

て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

先
日
、国
立
公
文
書
館
で
「
明
治
の
宰
相
列
伝
」

展
を
見
ま
し
た
。
伊
藤
博
文
・
山
県
有
朋
・
桂
太

郎
、
萩
出
身
の
３
人
の
総
理
大
臣
に
関
す
る
資
料

が
展
示
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
桂
太
郎
が
総
理

在
職
通
算
日
数
歴
代
１
位
（
２
８
８
６
日
）
と
い

う
の
は
、
輝
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
映
画
「
長
州

フ
ァ
イ
ブ
」
に
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
藤
井
照
子
（
山
口
県
岩
国
市
）

　

金
谷
の
天
神
様
の
お
祭
り
の
頃
は
小
雪
が
ち
ら

つ
く
年
も
あ
り
ま
し
た
。
温
か
い
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ

う
を
母
が
買
っ
て
、
冷
た
い
手
に
も
た
せ
て
く
れ

た
幼
い
日
を
思
い
出
し
ま
す
。
80
年
も
前
の
話
で

す
が
、
江
向
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
懐
か
し
い
萩

の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

○
佐
伯
信
（
東
京
都
葛
飾
区
）

　

数
年
前
か
ら
、「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
購
読
し
、

毎
号
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
最
近
、
内
容
が
充

実
し
読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。
故
郷
を
離
れ
半
世

紀
近
く
が
経
つ
今
、
故
郷
へ
の
思
い
は
ま
す
ま
す

募
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

会員投稿

萩商 36 会
10月23日〜25日

日光〜東京・鎌倉

会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

★事務局からのお知らせ
クラス会、同窓会、皆さんからの投稿記事をお待ちしています。
萩ネットワーク事務局まで、お送りください。
また事前にご連絡いただければ、資料をお送りします。

田万川江崎会
12月2日

はつもみぢ（東京都新宿区）

阿
部
泰
之
さ
ん
（
田
万
川
出
身
、
東
京
都
調
布

市
在
住
）
か
ら
の
投
稿
で
す
。

　

当
日
の
出
席
者
は
23
人
（
会
員
は
約
１
０
０

人
）。
毎
年
１
回
、
同
郷
の
よ
し
み
の
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
佐
伯
行
宣
名
誉
会
長
、
作
詞

家
・
吉
岡
治
名
誉
顧
問
、
中
村
元
巳
会
長
等
を

は
じ
め
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、
田
万
川
弁
を
丸

出
し
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
話
が
盛
り
上
が
り
、

あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

佐
伯 

信
さ
ん
（
萩
商
49
期
卒
・

36
会
、
東
京
都
葛
飾
区
在
住
）
か

ら
の
投
稿
で
す
。

　

萩
商
を
昭
和
36
年
（
49
期
）
に

卒
業
し
た
同
期
生
の
集
ま
り
「
36

会
」
の
会
員
47
人
が
全
国
か
ら
参

加
し
、
２
泊
３
日
で
日
光
と
東
京
、

鎌
倉
を
観
光
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
萩
に
続
い
て
１
年
振
り

の
再
会
で
し
た
が
、
会
え
ば
思
い

出
話
が
止
め
ど
な
く
続
く
。
こ
れ

が
、
同
期
会
の
良
さ
な
の
で
し
ょ

う
。

　
「
36
会
」
は
、
同
窓
会
「
た
ち

ば
な
会
」
の
中
で
も
結
束
が
強

い
会
の
一
つ
で
、
現
在
、
会
員

１
２
７
人
が
全
国
に
在
住
し
て
お

り
、
４
年
前
に
は
全
国
の
会
員
に

呼
び
か
け
、
萩
で
還
暦
を
祝
う
会

　

こ
れ
か
ら
も
、
郷
里
と
東
京
と
の
架
け
橋
の
役
割
を
担
い

つ
つ
、
遠
く
離
れ
た
郷
里
を
想
い
、
発
展
を
願
う
会
員
相
互

の
親
睦
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
思
い
も
し
な

か
っ
た
懐
か
し
い
人
と
再
会
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

を
恩
師
の
方
々
を
招
き
盛
大
に
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
京
都
、
萩
、
そ
し
て

今
回
の
旅
行
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
光
で
の
２
日
間
は
あ
い
に
く

の
風
雨
と
な
り
、
ど
う
に
か
霧
に

浮
か
ぶ
中
禅
寺
湖
の
紅
葉
が
見
れ

る
程
度
に
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
翌
日
は
一
転
快
晴
の
も
と
、

東
京
と
鎌
倉
に
分
散
し
た
観
光
で

し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
景
観
に
恵

ま
れ
、
東
京
で
は
六
本
木
タ
ワ
ー

か
ら
澄
み
き
っ
た
東
京
の
街
が
一

望
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
「
36
会
」
会
員
は
、
元

気
な
60
歳
代
の
う
ち
に
精
一
杯
出

会
い
を
楽
し
も
う
と
、
来
年
は
北

海
道
で
手
広
く
事
業
を
し
て
い
る

会
員
の
吉
谷
君
を
訪
ね
、
北
海
道

で
の
同
期
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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古
く
か
ら
萩
の
地
に
伝
わ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
風
習
や
儀
礼
そ
し
て
年
中
行
事
。
特
に
年
末
年
始
に
は
、
ま
だ
ま
だ
数

多
く
の
事
象
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
部
を
、
受
け
継
ぐ
く
ら
し
の
知
恵
（
萩
老
連
婦
人
部
編
）
や
旧
萩

市
郷
土
博
物
館
の
研
究
報
告
を
参
考
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

萩の風物詩

01
　長男の誕生を祝う見島独特の凧。誕
生年の年末に親族縁者が大勢集まり、
畳６畳大の大凧を作成する。正月の
間、親族縁者でその凧を大空に舞い上
げ、子供の健やかな成長を祈るという。 
揚げた後は、座敷の天井に吊るし、子
どもを守る魔よけとして大切に保管さ
れる。工芸品としても人気があり、見
島はもちろん萩市内の飲食店などにも
飾られている。

おにようず

萩の風物詩

02
　見島に伝わる年越しの行事のひとつ。
元旦の深夜から早朝にかけて、家の主
が海水を汲みに出る。これを「オオシ
オを迎える」と呼ぶ。身を清めて、神
様を迎え、幸をいただいて送るという
年越しの行事のはじまりである。汲ん
で来た海水に南天の葉を浸し、屋敷の
四方のほか、玄関や床の間にかけて廻
る。一種のお清めとして今でも多くの
家で一連の年越しの儀礼として行われ
ている。

オオシオムカエ

萩の風物詩

05
　各家庭によって様々な味・色合い・
盛り付けなどが工夫されるおせち料理。
一般的な、数の子、黒豆、煮しめ、えび、
きんとんなどの他に、萩ならではのお
料理も詰められていた。その中でもっ
とも特徴的なのが、干しふぐの煮しめ。
全国一般には干し鱈が使われるが、ふ
ぐの産地萩では、シロサバフグなどを
カチカチに乾かした「干しふぐ」を使
用。現在では珍しくなったが、かつて
は軒下に干したふぐが、年末の萩の風
物詩だった。

おせち料理

萩の風物詩

06
　お正月のお飾り、鏡餅は、「心の鏡」
として重ね餅のように夫婦仲良く、丸
い餅のように家庭円満に、串柿のよう
に子孫に恵まれ・・・との願いが込め
られている。重ね餅の上にウラジロ・
昆布・スルメ・串柿までは、全国ほぼ
共通。萩の特徴は餅の上に載るのが普
通のミカンではなく、橙あること。も
ちろん橙（ダイダイ）は「代々」で、
子孫繁栄の祈りが込められている。ま
た、ユズリハも代々譲ると（家の永続）
いう意味で添えられることがある。玄
関や門に飾る注連縄の中央に付けるミ
カンも、萩では橙が本式。

お正月の鏡餅・
しめ飾り

（
年
末
と
年
始
）

そ
の
①
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萩の風物詩

03
　見島の新年行事。海水によるお清め
が終わると、家の主は引き続き、「若水」
を汲みに行く。かつては、井戸に汲み
に行き、この時「ガンチョーニ、ワカ
オトコ、カメニクミコムフクノカミ」
と唱えていた。汲んできた「若水」を
沸かしてお茶を入れ、梅干を入れた湯
飲みに注いで、神様にお供えし、自分
たちもいただく。これをオオブクイワ
イと呼ぶ。また、おもちを一つ食べて、
年を取る。本当の意味での「お年玉」
である。このことは大切な儀礼となっ
ている。神様に供えた後に、その供物
のおさがりを雑煮にする。

若水

萩の風物詩

04
　正月が明けて、はじめて船に乗る際
の儀式。萩市内各地の漁港で行われて
いる。左舷からお神酒を海に注ぎ、機
関室などにお神酒・黒豆・ご飯・おか
ずをお供えする。この日は、港に並ん
だ各船から、みかんやお菓子が集まっ
た人々に撒かれる。一年の豊漁と安全
を祈念する行事。先に散財し、あらか
じめお祝いをしておくことで幸を呼び
込みたいとの気持ちが込められている
のかもしれない。

乗
の

り初
ぞ

め

萩の風物詩

09
　萩市呉服町にある国指定重要文化
財・菊屋家住宅。その長屋門に飾られ
た門松は、江戸時代のものを再現。松
だけを使用した質素なものであるが、
質素な中にも時代の重さを感じさせら
れる。松は枝が３段に分かれたものを
使用、松の下には、１年間（12 カ月）
を意味する 12 本の櫟（くぬぎ）の枝
が円錐形に組まれ、その上に藁縄（わ
らなわ）が巻いてある。この櫟の枝、
うるう年には 13 本組まれる。

菊屋家住宅の門松
萩の風物詩

07
　ローカル色豊かなお正月の雑煮。萩
の主流は、いりこと昆布で出汁をとり
醤油で調味した澄まし汁仕立て、丸平
餅を焼かずに入れる。具は蕪。むつ
み地区では、昆布出汁の澄まし仕立て、
具は大根・豆腐・ねぎ、餅はもち米だ
けでついた平餅。農耕用の牛にも正月
の朝には家族の一員として、餅を与え
たという。

お雑煮

萩の風物詩

08
　萩沖の大島には、門の上に動物の干
支をかたどった彫り物を掲げている家
がある。これは、その家の主人の「向
こう干支」（６年違いの干支）といい、
災いをなすものからその家を守ってく
れるという大変珍しい風習。今も島内
の数軒の門にウサギやサルの彫り物が
鎮座している。 

向
む こ う え と

干支
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日
本
の
21
世
紀
を
担
う
指
導
者
を

育
成
す
る
た
め
、
我
が
国
を
代
表
す

る
大
企
業
等
に
よ
る
異
業
種
交
流
の

場
と
し
て
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）

に
設
立
さ
れ
た
「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
21
」。

１
９
９
９
年
に
「
平
成
の
松
下
村

塾
た
れ
」
と
の
思
い
を
こ
め
、
梅
津

昇
一
氏
（
元
ユ
ー
エ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
社
長
）が
塾
長
を
務
め
る「
梅

下
村
塾
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
下
村
塾
は
、
大
企
業
や
省
庁
か

ら
派
遣
さ
れ
た
若
手
メ
ン
バ
ー
が
、

一
企
業
、
一
産
業
の
垣
根
を
越
え
て

明
日
の
日
本
を
考
え
る
研
究
を
行

い
、
日
本
の
官
界
、
経
済
界
で
活
躍

　

佐
藤
芳
直（
株
式
会
社
Ｓ
・
Ｙ
ワ
ー

ク
ス
代
表
取
締
役
）
著
「
お
客
が
お

客
を
連
れ
て
く
る
！
『
顧
客
満
足
経

営
』
の
極
意
」（
同
文
館
出
版
）
に
、

筆
者
が
「
日
本
人
と
し
て
、
必
ず
見

て
お
き
た
い
風
景
」
と
し
て
、
明
倫

小
学
校
の
「
下
足
箱
と
朗
唱
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

著
書
で
は
「
下
足
箱
の
前
に
立
っ

て
、
し
ば
ら
く
身
動
き
が
と
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
小
学
校
３
年
生
の
下
足

す
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
塾
で
は
、
毎
年
、
約
40
人
の

塾
生
が
歴
史
あ
る
萩
の
街
を
学
ぶ
た

め
萩
を
訪
問
、
松
下
村
塾
や
史
跡
な

ど
を
見
学
す
る
ほ
か
、
野
村
萩
市
長

が
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
先
の
一
つ
明
倫
小
学
校
で

は
、
松
陰
の
言
葉
の
朗
唱
、
き
ち
ん

と
あ
い
さ
つ
す
る
子
ど
も
た
ち
の
礼

儀
正
し
さ
、
そ
し
て
下
足
箱
の
す
べ

て
の
靴
が
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ

て
い
る
の
を
見
て
、
訪
れ
る
塾
生
全

員
が
明
倫
小
学
校
の
教
育
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
芳
直
著
「
顧
客
満
足
経
営
の
極
意
」
で
も

明
倫
小
学
校
の「
下
足
箱
と
朗
唱
」を
絶
賛

箱
。
す
べ
て
の
靴
は
、
か
か
と
を
見

せ
て
各
々
の
ブ
ー
ス
に
、
直
角
・
平

行
・
並
列
に
、
少
し
の
乱
れ
も
な
く

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
ま

る
で
奇
跡
の
よ
う
な
光
景
で
す
」
と

書
か
れ
、「
明
窓
浄
机
（
学
び
の
は

じ
ま
り
は
、
理
想
的
環
境
を
つ
く
る

こ
と
か
ら
）」
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
、
明
倫
小
学
校
が
理
想
的
な
教
育

環
境
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま

す
。

　
「
こ
れ
が
届
く
の
が
毎
年
楽
し
み
」

「
幼
い
頃
を
思
い
出
し
て
心
が
和
み

ま
す
」。
こ
れ
は
、
町
が
製
作
し
て

い
る
“
阿
武
町
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン

ダ
ー
”
の
購
入
者
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
町
民

の
方
に
は
町
の
良
さ
の
再
発
見
、
全

国
の
町
出
身
者
の
方
に
は
、
ふ
る
さ

と
阿
武
町
の
こ
と
を
懐
か
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
毎
年
製
作
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
が
17
作
目
。

　

平
成
19
年
版
の
テ
ー
マ
は
「
町
を

歩
け
ば 

ふ
る
さ
と
の
小
径
・
散
歩

道
」。
昨
年
の
暮
れ
、
町
内
の
各
家

庭
と
全
国
か
ら
予
約
の
あ
っ
た
約

５
０
０
人
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

在
庫
が
僅
少
、
希
望
者
に
１
部

５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
武
町
役
場
総
務
課
（
高
橋
）

（
０
８
３
８
８
・
２
・
３
１
１
１
）

ふ
る
さ
と
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
を
全
国
に
発
送

阿
武
町

△明倫小学校　朗唱の様子△明倫小学校　下足箱

06
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
町
道
木
与
山
ノ
口
線
が
完
成（３

月
）

　

奈
古
の
山
ノ
口
と
木
与
を
結
ぶ
町

道
木
与
山
ノ
口
線
が
17
年
の
歳
月
を

か
け
完
成
。
福
賀
方
面
か
ら
木
与
、

宇
田
郷
地
区
へ
の
交
通
時
間
が
飛
躍

的
に
短
縮
。

●
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
開
館

10
周
年
記
念
行
事
を
多
数
開
催

（
４
〜
10
月
）

　

町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
開
館

10
周
年
を
記
念
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
セ

ミ
ナ
ー
「
童
門
冬
二
が
語
る
功
名
が

辻
」（
４
月
）、
花
房
晴
美
＆
真
美
ピ

ア
ノ
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
（
６
月
）、

京
都
大
学
交
響
楽
団
演
奏
会
（
８

月
）、
ル
イ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
＆
ビ
バ
ッ

プ
・
グ
レ
ー
ト
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
・

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
10
月
）

な
ど
多
彩
な
行
事
を
開
催
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
「
梅ば

い
か
そ
ん
じ
ゅ
く

下
村
塾
」

明
倫
小
学
校
の
教
育
は
素
晴
ら
し
い
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11
月
25
日
、
よ
み
う
り
ホ
ー
ル

（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第

58
回
高
円
宮
杯
全
日
本
中
学
校
英

語
弁
論
大
会
」
で
、
相
島
中
３
年

の
長
井
紀
幸
く
ん
が
見
事
４
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　

相
島
中
の
３
年
生
は
長
井
君
１

人
。
発
表
し
た
英
文
「T

ales　

from

　

A
ishim

a

（
相
島
物
語
～

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
～
）」
は
、「
僕

に
は
友
達
が
一
人
も
い
な
い
。
ク

ラ
ス
は
僕
一
人
だ
け
だ
か
ら
。
授

業
中
は
い
つ
も
全
部
の
質
問
に

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

萩
工
業

５
年
連
続
12
回
花
園
出
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

萩
高
校
合
唱
部
が
山
口
県

勢
で
は
30
年
ぶ
り
初
出
場

　

萩
高
合
唱
部
が
、
10
月
９
日
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
都
渋
谷
区
）

で
開
催
さ
れ
た
「
第
73
回
全
国
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
山

口
県
勢
で
は
宇
部
高
以
来
30
年
ぶ

り
の
出
場
で
、
萩
高
の
出
場
は
昭

和
28
年
の
創
部
以
来
、初
の
快
挙
。

　

ま
た
、11
月
に
開
催
さ
れ
た「
国

▶
合
同
演
奏
会
で
熱
唱
す
る
萩
高
と

会
津
高
の
皆
さ
ん

中学校英語弁論大会
全校３人、３年は１人だけの
相島中・長井君が全国４位

▲カップを手に笑顔の長井君と野村萩市長

は
、「
ま
ず
は
初
戦
突
破
。
そ
し

て
先
輩
た
ち
が
果
た
せ
な
か
っ
た

ベ
ス
ト
８
進
出
を
目
指
し
た
い
」

と
大
会
に
向
け
て
の
決
意
を
語
り

ま
し
た
。

　

全
国
大
会
１
回
戦
は
、
12
月
28

日
、
南
北
海
道
代
表
の
札
幌
山
の

手
高
校
（
７
年
連
続
７
回
目
の
出

場
）
と
対
戦
。
04
年
の
ベ
ス
ト
16

を
上
回
る
念
願
の
ベ
ス
ト
８
に
向

け
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
」

で
、
11
日
、
福
島
県
立
会
津
高
校

が
作
詞
、萩
高
が
作
曲
し
た
曲「
友

情
～
時
を
越
え
て
今
～
」
を
一
緒

に
歌
う
合
同
演
奏
会
を
山
口
県
立

萩
美
術
館
・
萩
美
術
館
で
開
催
。

２
０
０
人
を
超
す
観
客
に
大
き
な

感
動
を
与
え
ま
し
た
。

答
え
な
い
と
い
け
な
い
し
、
隠
れ

る
場
所
が
な
い
の
で
勉
強
し
て
い

な
い
と
す
ぐ
に
先
生
に
ば
れ
て
し

ま
う
」
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
内

容
。
長
井
君
は
「
決
勝
に
で
る
こ

と
す
ら
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
と
に
か
く
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
話
し
ま
し
た
。

　

長
井
君
は
、
昨
年
夏
に
萩
市
教

育
委
員
会
が
実
施
し
た
「
長
州

フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ギ
リ
ス

語
学
研
修
」
に
参
加
し
た
５
人
の

中
の
１
人
で
す
。

快挙
！ 　

５
年
連
続
12
回
目
の
出
場
。
こ

の
間
、
県
内
の
公
式
戦
で
は
「
負

け
な
し
」
と
い
う
圧
倒
的
な
強
さ

を
誇
る
萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部
。
11

月
23
日
、
山
口
県
大
会
決
勝
で
大

津
高
校
に
24
対
３
で
快
勝
し
、
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
（
東
大
阪
市
）
で

行
わ
れ
る
「
第
86
回
全
国
高
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

浦
田
信
幸
主
将（
萩
西
中
出
身
）

Hi everyone. My name is 
Nori. Today, I want to talk 
to you about me. I live a 
very different life from most 
of you. Did you know that I 
have no friends in my class? 
Please don't feel sorry for 
me. You see,the thing is, I am 
the only person in my class.

Tales from Aishima
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田
万
川
の
小
川
地
区
と
い
え
ば
桃
・
梨
・
ぶ
ど
う
・
り
ん
ご
・
栗
な
ど
果
物
の
一
大
産
地

と
し
て
有
名
。
中
心
と
な
る
平ひ
ら
や
ま
だ
い

山
台
は
高
原
状
の
広
大
な
農
地
。
大
学
卒
業
以
来
27
年
間
、

こ
の
平
山
台
で
果
物
生
産
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
吉
田
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

田
万
川
の
小
川
地
区
と
い
え
ば
桃
・
梨
・
ぶ
ど
う
・
り
ん
ご
・
栗
な
ど
果
物
の
一
大
産
地

と
し
て
有
名
。
中
心
と
な
る
平ひ
ら
や
ま
だ
い

山
台
は
高
原
状
の
広
大
な
農
地
。
大
学
卒
業
以
来
27
年
間
、

こ
の
平
山
台
で
果
物
生
産
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
吉
田
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
小
川
の
平
山
台
は
、
一
日
の

寒
暖
差
の
大
き
さ
、
粘
土
質
の
土
壌
、

開
花
の
時
期
と
な
る
春
の
遅
霜
が
降

り
に
く
い
な
ど
、
果
物
の
生
産
に
適

し
て
い
ま
す
。
特
に
寒
暖
差
は
果
物

の
糖
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す

し
、
ま
た
粘
土
質
の
土
壌
は
植
物
に

と
っ
て
根
を
伸
ば
し
に
く
く
、
そ
の

分
苦
労
し
て
育
つ
た
め
、
収
穫
量
は

少
な
い
け
れ
ど
果
物
の
味
が
良
く
な

る
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。
私
の

場
合
は
、
梨
を
中
心
に
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　

梨
と
言
え
ば
９
月
か
ら
10
月
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
８
月
上
旬
出

荷
ス
タ
ー
ト
の
「
幸
水
」
を
皮
切
り

に
、
９
月
中
旬
ま
で
の
「
20
世
紀
」、

10
月
初
旬
か
ら
の
「
新
高
」、
11
月

に
か
け
て
の
「
新
興
」、
11
月
下
旬

か
ら
年
内
の
「
愛
宕
」、12
月
の
「
新

雪
」、
年
明
け
か
ら
の
西
洋
梨
「
パ

ス
ク
ラ
サ
ン
」
と
ほ
ぼ
半
年
間
、
そ

の
時
期
の
旬
の
品
種
を
味
わ
え
る

シ
ー
ズ
ン
の
長
い
果
物
な
の
で
す
。

　

平
山
台
の
梨
農
園
は
、
規
模
的
に

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
首
都
圏
や
関
西
圏
な

ど
の
大
消
費
地
の
需
要
に
応
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
逆
に
言

え
ば
出
荷
先
が
県
内
、
遠
く
て
も
広

島
都
市
圏
で
す
の
で
、い
わ
ゆ
る「
適

熟
」
の
食
べ
頃
の
梨
を
出
荷
で
き
る

こ
と
が
強
み
で
し
ょ
う
か
。
遠
方
に

出
荷
す
る
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も

店
頭
に
並
ぶ
ま
で
に
日
数
が
か
か
る

の
で
、
適
熟
の
前
に
出
荷
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
小
川
の
梨

に
は
、
一
個
ず
つ
５
ケ
タ
の
数
字
が

刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
番
号
を

見
れ
ば
、
誰
が
何
時
に
出
荷
し
た
梨

な
の
か
簡
単
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
声
高
に
言
わ
れ
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、
生
産
者
自
身

も
責
任
を
持
っ
て
出
荷
す
る
と
い
う

意
味
で
も
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

梨
の
生
産
に
は
苦
労
も
付
き
ま
と
い

ま
す
。
私
た
ち
梨
農
家
で
は
、
こ
れ

を
「
５
Ｋ
１
Ｓ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
カ
ラ
ス
」「
黒
斑
病
」「
黒
星
病
」「
風

（
台
風
）」「
干
ば
つ
」
の
５
Ｋ
、
そ

し
て
１
Ｓ
と
は
「
サ
ル
」
の
こ
と
で

す
。
近
年
は
サ
ル
の
獣
害
が
ひ
ど
く
、

先
日
も
私
の
所
だ
け
で
、
一
日
で

１
６
０
個
の
梨
が
被
害
に
遭
う
な
ど
、

対
策
に
頭
を
痛
め
て
い
る
状
態
で
す
。

　

現
在
、
梨
販
売
の
主
流
は
も
ち
ろ

ん
青
果
市
場
ル
ー
ト
で
す
が
、
道
の

駅
な
ど
地
域
の
農
産
品
販
売
所
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に

梨
を
搬
入
し
、
直
売
し
て
い
く
こ
と

に
最
近
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

売
れ
行
き
が
良
い
こ
と
に
加
え
て
、

売
場
に
立
つ
と
、
お
客
様
の
意
見
も

聞
け
る
し
、
ご
試
食
い
た
だ
い
た
感

想
な
ど
も
聞
け
る
の
で
、
仕
事
に
張

り
も
出
て
き
ま
す
。

　

今
後
の
夢
と
し
て
は
、
多
く
の
消

費
者
の
方
々
に
、
一
度
、
平
山
台

の
農
場
に
足
を
運
ん
で
生
産
の
現
場

を
見
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
果
樹

園
周
辺
の
自
然
が
楽
し
め
る
仕
掛
け

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

名
付
け
て
「
梨
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
」、
果
樹
園
で
の
摘
果
を
経
験
し

た
り
、
わ
さ
び
畑
の
見
学
、
栗
拾
い

や
沢
遊
び
、
木
工
体
験
な
ど
、
こ
の

平
山
台
な
ら
で
は
の
体
験
を
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

田
舎
に
は
ま
だ
ま
だ
商
品
と
し
て

発
掘
で
き
る
も
の
が
沢
山
あ
る
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
果
樹
園
周
り
の

防
風
林
の
廃
材
を
使
っ
て
リ
ー
ス
の

材
料
に
し
た
り
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
間

伐
材
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
工
芸
材

料
に
し
た
り
・
・
・
。
も
ち
ろ
ん
梨

の
生
産
が
本
業
で
す
が
、
果
樹
園
周

り
の
自
然
や
資
源
を
う
ま
く
活
か
し

て
、
こ
の
地
区
な
ら
で
は
の
商
品
に

し
て
い
け
れ
ば
と
夢
見
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
上
小
川
生

ま
れ　

48
歳　

萩
市
小
川
在
住
。
地

元
の
小
中
学
校
を
卒
業
後
萩
高
校
に

進
学
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
農
学
科

卒
業
。
在
学
中
に
父
親
が
亡
く
な
り
、

80
（
昭
和
55
）
年
か
ら
農
業
に
従
事
。

小
川
梨
生
産
組
合
販
売
部
長

★
プ
レ
ゼ
ン
ト

小
川
産
の
梨
「
新
雪
」
ま
た
は
「
パ

ス
ク
ラ
サ
ン
」
を
、
３
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
申
込
方
法
は
17
ペ
ー
ジ
。

（48 歳、萩市小川在住）

小
川
梨
の
シ
ー
ズ
ン
は
半
年
間

適
熟
の
梨
を
出
荷

果
樹
園
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

小川梨生産組合
販売部長

吉田幸良さ ん
夢夢追追人人
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介
し
ま
す
。　

●
浮
世
絵
展
示　
「
浮
世
絵
の
画
題
」

（
１
月
２
日
～
２
月
４
日
）、「
木
曾

海
道
六
十
九
次
」（
２
月
６
日
～
３

月
11
日
）

●
東
洋
陶
磁
展
示　
「
白
磁
の
展
開
」

（
１
月
２
日
～
４
月
８
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
・
休
日
の

場
合
は
翌
平
日
）

※
１
月
１
日
ま
で
は
年
末
年
始
の
た

め
休
館
。

入
館
料　

一
般
７
０
０
円
、
学
生

５
０
０
円

ン
の
中
か
ら
吉
田
松
陰
や
高
杉
晋
作

ら
が
熱
い
思
い
を
込
め
て
綴
っ
た
手

紙
を
紹
介
し
ま
す
。

●
萩
再
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー

昆
虫
ワ
ー
ル
ド
in
萩　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
28
日
ま
で

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

な
し

入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

萩　芸術・文芸の広場

萩
博
物
館
だ
よ
り

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

年
末
年
始
も
開
館
し
ま
す

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

（
☎
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

山根正次

　

芸
術
文
化
の
分
野
で
全
国
的
な
功

績
を
挙
げ
た
県
ゆ
か
り
の
人
物
を
表

彰
す
る
山
口
県
文
化
特
別
功
労
賞
に
、

直
木
賞
作
家
の
古
川
薫
さ
ん
（
下
関

市
在
住
、
81
歳
）
と
と
も
に
、
山
口

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
名
誉

館
長
の
浦
上
敏
朗
さ
ん
（
東
京
都
渋

谷
区
在
住
、80
歳
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
山
口
県
が
２
０
０
２

年
に
新
し
く
設
け
た
も
の
で
、
第
１

回
目
は
、
陶
芸
家
で
人
間
国
宝
の
三

輪
壽
雪
さ
ん
、
作
詞
家
の
星
野
哲
郎

さ
ん
、
彫
刻
家
の
澄
川
喜
一
さ
ん
の

３
人
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
賞

の
表
彰
は
、
４
年
振
り
２
回
目
。　

　　

浦
上
さ
ん
は
、
萩
市
出
身
。
半
世

紀
が
か
り
で
収
集
し
た
貴
重
な
美
術

　

萩
市
見
島
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
岩
崎
千
夏
さ
ん
（
36
歳
）
が
、

地
元
の
言
い
伝
え
や
風
習
な
ど
を
題

材
に
創
作
し
た
絵
本
「
タ
キ
ワ
ロ
」

を
出
版
し
ま
し
た
。

　
「
タ
キ
ワ
ロ
」
と
は
、「
タ
キ
ワ
ラ

ワ
（
滝
童
）」
の
こ
と
で
、島
の
人
々

が
磯
で
海
苔
や
貝
を
採
っ
て
い
る

と
現
れ
、
い
た
ず
ら
を
す
る
と
言
わ

れ
る
童
子
の
妖
怪
。
現
在
の
見
島
で

は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
存
在
で
す
が
、

作
中
で
は
、
陸
と
海
を
結
ぶ
橋
の
番

人
と
し
て
登
場
し
、
人
と
の
出
会
い

を
通
じ
て
心
の
成
長
を
果
た
し
て
い

く
姿
が
、
見
島
の
風
景
と
と
も
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
さ
ん
は
、
京
都
芸
術
短
期
大

学
で
日
本
画
を
専
攻
。
京
都
の
デ
ザ

イ
ン
会
社
に
勤
め
た
後
、
帰
郷
。
現

在
は
、
家
業
の
旅
館
を
手
伝
い
な
が

ら
詩
集
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
背
景
な

ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
見
島
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

れ
ば
。
こ
れ
か
ら
も
故
郷
を
テ
ー
マ

島
の
伝
承
を
絵
本「
タ
キ
ワ
ロ
」に

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
名
誉
館
長

山
口
県
文
化
特
別
功
労
賞
を
受
賞

見
島
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

１
月
２
日
か
ら
開
館
し
ま
す

●
企
画
展

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
11
日
ま
で

　

中
国
文
明
の
東
縁
部
に
あ
り
、
大

陸
か
ら
日
本
な
ど
へ
の
文
化
の
主
要

な
通
り
道
だ
っ
た
煙
台
地
区
の
歴
史

的
魅
力
を
、
西
周
時
代
、
春
秋
時
代
、

戦
国
時
代
の
青
銅
器
、
玉
器
な
ど
66

件
・
１
４
５
点
の
文
物
に
よ
っ
て
紹

東
方
は
る
か
な
ユ
ー
ト
ピ
ア

●
企
画
展

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
８
日
ま
で

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
医
学

者
・
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、
私
立

日
本
医
学
校
（
日
本
医
科
大
学
の
前

身
）
の
創
設
に
も
関
わ
っ
た
、
萩

出
身
の
山
根
正ま

さ
つ
ぐ次

（
１
８
５
７
～

１
９
２
５
）
の
集
め
た
資
料
が
、
近

年
、
ご
子
孫
の
厚
意
で
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
根
正
次
は
、
幕
末
維
新
期
の
志

士
た
ち
の
手
紙
を
積
極
的
に
収
集
し

て
お
り
、
そ
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ

幕
末
志
士
た
ち
の
手
紙

ー
山
根
正
次
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
て
を
県
に
寄
贈

し
、
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記

念
館
の
建
設
と
開
館
の
き
っ
か
け
を

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
開
館
後
も
寄
贈

を
継
続
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
あ
ら
す
じ
】

　

昔
、
海
の
向
こ
う
に
小
さ
な
島
が
あ

り
ま
し
た
。
島
の
岬
の
観
音
堂
の
裏
手

は
、「
魂
送
り
」
の
石
塚
と
呼
ば
れ
る
、

死
者
と
の
別
れ
の
場
所
。
そ
の
手
前
の

橋
の
番
人
を
し
て
い
る
の
が
タ
キ
ワ
ロ

で
し
た
・
・
・
。

ー
煙
台
地
区
出
土
文
物
精
華
ー

浦
上
敏
朗
さ
ん

岩
崎
千
夏
さ
ん

に
創
作
し
て
い
き
た
い
」
と
、
岩
崎

さ
ん
。

　

本
は
、
Ａ
Ｂ
判
40
ペ
ー
ジ
。
税
込

１
５
７
５
円
。
問
い
合
わ
せ
は
、
長

崎
出
版
（
０
３
・
５
２
８
３
・
３
７

５
２
）
へ
。

2007 年 1 月（第 73 号）15



■
吉
賀
將
夫
作
陶
展

１
月
30
日（
火
）～
２
月
５
日（
月
）

仙
台
市
青
葉
区　

仙
台
三
越

（
０
２
２
・
２
２
５
・
７
１
１
１
）

■
三
輪
華
子
「
愛
の
泉
」
さ
さ
や
か

な
新
春
の
し
つ
ら
え

12
月
27
日（
水
）～
１
月
10
日（
水
）

東
京
都
港
区
東
新
橋　

パ
ー
ク
ホ
テ

ル
東
京　

ア
ト
リ
ウ
ム

（
０
３
・
６
２
５
２
・
１
１
１
１
）

■
萩
焼
新
作
親
子
展

　

陶
芸
家　

松
尾
藻
風
、
松
尾
優
子

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
16
日（
火
）～
22
日（
月
）

東
京
都
中
央
区　

日
本
橋
三
越

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

●
冬
の
あ
っ
た
か
鍋
物
フ
ェ
ア

　

萩
の
ふ
ぐ
製
品
、
ポ
ン
酢
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
す
。

１
月
17
日（
水
）～
23
日（
火
）

●
山
口
福
ふ
く
ま
つ
り

　

冬
の
味
覚
「
ふ
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、

下
関
の
専
門
店
に
よ
る
即
売
を
は
じ

め
、
ふ
く
弁
当
の
特
別
販
売
、
福
ふ

く
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

２
月
19
日（
月
）～
24
日（
土
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い

で
ま
せ
山
口
館

　
　
（
０
３
・
３
７
２
２
・
３
５
１
０
）

■
松
尾
優
子
作
品
展

１
月
18
日（
木
）～
２
月
10
日（
土
）

東
京
都
豊
島
区　

　

東
武
百
貨
店
池
袋
店

（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

■
兼
田
昌
尚
作
陶
展

２
月
15
日（
木
）～
21
日
（
水
）

東
京
都
大
田
区
田
園
調
布
２
︲
44
︲

８　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
輝き

ざ
ん山

　
　
（
０
３
・
３
７
２
２
・
３
５
１
０
）

■
四
国
・
山
陽
の
観
光
と
物
産
展

２
月
21
日（
水
）～
28
日（
水
）

東
京
都
町
田
市
原
町
田　

　

小
田
急
百
貨
店
町
田
店

（
０
４
２
・
７
２
７
・
１
１
１
１
）

■
２
０
０
７

　
　
　
「
東
美
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
春
」

　

陶
芸
家　

三
輪
華
子
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

３
月
16
日（
金
）～
18
日
（
日
）

東
京
都
港
区
新
橋
６
︲
19
︲
15　

　

東
京
美
術
倶
楽
部

（
０
３
・
３
４
３
２
・
０
１
９
１
）

■
第
１
回
山
口
県
の
物
産
展

１
月
10
日（
水
）～
15
日（
月
）

長
野
県
諏
訪
市
諏
訪

　

ま
る
み
つ
百
貨
店

　
　
（
０
２
６
６
・
５
２
・
４
１
１
１
）

■
山
口
県
味
覚
の
旅

２
月
28
日（
水
）～
３
月
６
日（
火
）

京
都
市
下
京
区
四
条
通
河
原
町　

　

京
都
高
島
屋

　
　
（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

■
三
輪
和
彦
作
陶
展

２
月
７
日（
水
）～
13
日（
火
）

名
古
屋
市
中
区　

　

名
古
屋
松
坂
屋
本
店

（
０
５
２
・
２
５
１
・
１
１
１
１
）

■
日
本
工
芸
会
山
口
支
部
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
ら
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

１
月
23
日（
火
）～
29
日
（
月
）

広
島
市
中
区　

そ
ご
う
広
島
店

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
十
二
代
三
輪
休
雪
展

　
　
　
　
　
　
　

ー
休
雪
へ
の
道
ー

１
月
２
日（
火
）～
15
日
（
月
）

香
川
県
高
松
市
常
盤
町　

　

高
松
天
満
屋

（
０
８
７
・
８
１
２
・
７
１
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
美
味
し
い
も
の

会１
月
23
日（
火
）～
29
日（
月
）

福
岡
市
中
央
区
天
神　

福
岡
三
越

（
０
９
２
・
７
２
４
・
３
１
１
１
）

■
歴
史
常
設
展
示　

木
戸
孝
允

１
月
６
日（
土
）～
５
月
６
日
（
日
）

山
口
市
春
日
町　

　

山
口
県
立
山
口
博
物
館

　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
２
９
４
）   

■
映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
年
末
年

始
特
別
上
映

１
月
８
日
（
月
）
ま
で

萩
市
東
田
町　

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
７
０
６
）

■
藤
崎
恒
頼
新
作
展
（
油
彩
）

１
月
18
日
（
木
）
～
23
日
（
火
）

萩
市
江
向　

　

萩
郵
便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
６
８
１
）

■
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

２
月
３
日
（
土
）
～
４
月
３
日
（
火
）

萩
市
呉
服
町　

旧
久
保
田
家
住
宅

（
菊
屋
家
住
宅
向
か
い
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課　
　
　

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

■
彩
陶
庵
の
企
画
展

●
萩
・
４
人
の
う
つ
わ
︲
３

　

若
手
陶
芸
家　

金
子
司
、
濱
中
史

朗
、
中
島
大
輔
、
野
坂
和
左
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

３
月
17
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

中
国
地
区

山
口
県
関
係

萩
市
関
係

関
東
地
区

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
玉
村
登
陽
、

野
坂
和
左
、
波
多
野
善
蔵
、
波
多
野

英
生
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

□
高
松
展　

１
月
５
日（
金
）～
21
日

（
日
）　

香
川
県
文
化
会
館

□
広
島
展　

１
月
24
日（
水
）～
２
月

４
日（
日
）　

広
島
県
立
美
術
館

□
福
岡
展　

２
月
７
日（
水
）～
12
日

（
月
）　

福
岡
天
神
岩
田
屋

□
仙
台
展　

２
月
20
日（
火
）～
25
日

（
日
）　

三
越
仙
台
店

□
松
山
展　

３
月
３
日（
土
）～
11
日

（
日
）　

三
越
松
山
店

第
53
回

四
国
地
区

　

萩
焼
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
で
、
96
歳
の
今
な
お

現
役
の
陶
芸
家
・
三
輪
壽
雪
。
そ
の

80
年
に
お
よ
ぶ
作
陶
生
活
の
集
大
成

と
し
て
、
茶
碗
や
花
入
、
置
物
な
ど

約
１
８
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

福
岡　

１
月
２
日（
火
）～
14
日（
日
）

福
岡
三
越
（
博
多
）

愛
知　

２
月
７
日（
水
）～
18
日（
日
）

名
古
屋
・
松
坂
屋
美
術
館

茨
城　

４
月
21
日（
土
）～
６
月
24
日

（
日
）
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
（
笠
間
）

東
北
地
区

東
海
地
区

鬼萩窯変割高台茶碗

三輪壽雪の世界
人間国宝

萩焼の造形美

中
部
地
区

関
西
地
区

九
州
地
区
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約
２
万
５
０
０
０
本
の
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
が
咲
き
誇
る
笠
山
椿
群
生
林
で
、

２
月
17
日
（
土
）
か
ら
恒
例
の
「
萩
・

椿
ま
つ
り
」
が
開
幕
し
ま
す
。

　

艶
や
か
な
緑
の
葉
の
か
げ
か
ら
顔

を
覗
か
せ
る
、
赤
や
ピ
ン
ク
の
可
憐

な
花
に
会
い
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

宅
配
エ
リ
ア　

東
京
都
・
神
奈
川
県
・

千
葉
県
・
埼
玉
県
の
首
都
圏
と
京
都

市購
読
料　

月
１
６
８
０
円

申
し
込
み　

Ｓ
Ａ
Ｎ
K
Ｅ
Ｉ　

Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ　

　
　
（
０
１
２
０
・
９
１
９
・
０
０
５
）

　
①
小
川
梨
生
産
組
合
の
小
川
梨
「
新

雪
」
ま
た
は
「
パ
ス
ク
ラ
サ
ン
」
を

３
名
様

②
松
陰
神
社
創
建
百
年
記
念
「
吉

田
松
陰
２
０
０
７
カ
レ
ン
ダ
ー
」

（
８
０
０
円
）
を
４
名
様

③
萩
陶
芸
家
協
会
の
１
１
６
人
を
網

羅
し
た
作
家
名
鑑
の
増
補
版
「
萩
の

陶
芸
家
た
ち
」（
２
０
０
０
円
）
を

２
名
様

④
萩
博
物
館
展
示
案
内
「
萩
の
ま
ち

は
屋
根
の
な
い
博
物
館
」
を
３
名
様

申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
希
望
品

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
近

況
な
ど
を
明
記
の
う
え
、
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
。

締
切
は
１
月
31
日
。

■
勢せ

こ古
浩こ

う
じ爾

「
新
・
代
表
的
日
本
人
」

　

第
７
回
毎
日
21
世
紀
賞
受
賞
、
会

社
員
と
文
筆
家
の
２
足
の
わ
ら
じ
を

履
く
著
者
が
、
世
界
に
誇
る
べ
き

日
本
人
と
し
て
、
笠
智
衆
（
俳
優
）、

須
賀
敦
子
（
文
学
者
）
ら
と
と
も
に
、

「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
を
出
版
し

た
、
元
・
萩
市
教
育
長
の
陽
信
孝
さ

ん
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

価
格　

８
１
９
円
（
新
書
判
）

■
朝
刊
紙
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
K
Ｅ
Ｉ　

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
連
載
「
吉
田
松
陰　

人
と
言
葉
〜
ひ
と
す
じ
の
蛍ほ

た
る
び火
」

　

産
経
新
聞
社
か
ら
昨
年
11
月
に
創

刊
さ
れ
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
の
11
面
に
、

激
動
の
幕
末
を
駆
け
抜
け
た
松
陰
の

人
生
が
、
松
陰
の
言
葉
を
軸
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。（
月
曜
日
～
金
曜
日

に
連
載
）

萩
市
呉
服
町　

彩
陶
庵

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
萩
博
物
館
展
示
案
内
「
萩
の
ま
ち

は
屋
根
の
な
い
博
物
館
」

　

ニ
ッ
セ
イ
財
団
の
助
成
を
受
け
、

萩
博
物
館
の
常
設
展
示
の
解
説
を
写

真
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

Ｂ
５
判
／
56
ペ
ー
ジ

価
格　

３
５
０
円

販
売
所　

萩
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ

問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館　
　
　
　

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■
河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
「
人
間
力

創
造
力
こ
そ
〜
至
誠
の
こ
こ
ろ
で
教

育
改
革
〜
」

　

１
９
９
０
年
の
衆
院
初
当
選
以

来
、
一
貫
し
て
教
育
問
題
に
取
り
組

み
、
文
部
科
学
大
臣
も
務
め
た
河
村

氏
に
よ
る
自
著
出
版
。
学
校
・
教
育

委
員
会
の
見
直
し
や
、
食
育
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
の
持
論
を
展
開
。

　

Ｂ
６
判
／
３
３
０
ペ
ー
ジ

価
格　

１
４
０
０
円

販
売
所　

山
口
県
内
の
各
書
店

発
行　

三
晃
実
業
出
版
部

問
い
合
わ
せ　

河
村
建
夫
事
務
所　

　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
１
３
０
９
）

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

白
上
貞
三
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藤
道
健
二
さ
ん　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

角
谷
正
人
さ
ん　
　
（
千
葉
県
松
戸
市
）

末
永
格
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

綿
屋
稔
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

原
嘉
昭
さ
ん　
　
　
（
山
口
県
下
関
市
）

田
中
琢
美
さ
ん　
　
（
山
口
県
下
関
市
）

阿
部
日
佐
夫
さ
ん　
（
山
口
県
下
関
市
）

池
田
信
さ
ん　
　
　
（
山
口
県
下
関
市
）

ヒ
ロ
コ　

ド
ラ
ゴ
ン
さ
ん（
イ
ギ
リ
ス
）

松
岡
怜
子
さ
ん　
　
（
山
口
県
下
関
市
）

（
10
月
23
日
〜
12
月
22
日　

　
　
　
　
　

加
入
者
11
人
）

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介

　萩市民病院では、機能強化をめざして、平
成 19 年４月採用の職員募集を行っています。
　萩へＵターン、Ｉターン、Ｊターンをお考
えの方へ是非、この情報をお知らせくださ
い !!
　詳しくは、「萩市公式ホームページ」をご
覧いただくか、萩市総務課へ直接お問い合わ
せください。
募集期間　平成 18 年 12 月 15 日〜平成 19 年
　　　　　１月 12 日
募集職種　看護師、薬剤師、管理栄養士

【萩市公式ホームページ】　http://www.city.
hagi.yamaguchi.jp/hagicity/

【萩市総務課】☎０８３８・２５・１２３９

ふるさと「萩」で
働きませんか！

萩
・
椿
ま
つ
り

■
と
き　

２
月
17
日
（
土
）
～
３
月

21
日
（
水
・
祝
）

■
と
こ
ろ　

萩
市
笠
山
椿
群
生
林

■
主
な
内
容　

▽
初
日
と
日
曜
日
・

祝
日
＝
郷
土
芸
能
披
露
、
抹
茶
席
な

ど■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課　
　

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
に
よ
る

ガ
イ
ド

　

椿
の
開
花
期
間
中
の
３
月
下
旬
ま

で
、
椿
群
生
林
内
の
見
ど
こ
ろ
ポ
イ

ン
ト
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

予
約
制
（
交
通
費
と

し
て
１
０
０
０
円
必
要
）

※
椿
ま
つ
り
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）
は
、

ま
つ
り
本
部
（
椿
群
生
林
内
）
で
随

時
受
付
。

　
　

■
申
し
込
み　

　
　

萩
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
２
７
）
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なまこ
　

海
鼠
と
書
い
て
ナ
マ
コ
、
漁
師

さ
ん
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
、「
た
ぁ

ら
ご
」（
俵
子
）
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
米
俵
を
小
さ
く

し
た
形
の
意
味
で
す
が
、
こ
の
呼

び
名
の
ほ
う
が
「
海
の
鼠
」
よ
り

実
像
に
近
い
と
思
い
ま
す
。
山
口

県
で
水
揚
げ
さ
れ
る
ナ
マ
コ
は
、

赤
ナ
マ
コ
と
青
ナ
マ
コ
の
２
種
類
。

萩
で
は
高
級
種
と
さ
れ
る
赤
ナ
マ

コ
が
主
流
、
価
格
も
赤
の
ほ
う
が

高
い
で
す
が
、
赤
・
青
は
同
一
種
、

生
息
域
の
違
い
で
色
が
違
う
と
い

わ
れ
ま
す
。
比
較
的
深
場
で
岩
礁

の
多
い
と
こ
ろ
に
棲
む
の
が
赤
ナ

マ
コ
、
磯
の
香
り
が
し
て
、
青
ナ

マ
コ
よ
り
柔
ら
か
い
。
明
治
の
頃

は
、
う
た
せ
網
を
帆
か
け
舟
で
引

い
て
ナ
マ
コ
を
獲
っ
て
い
た
記
録

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
漁
獲
法

は
主
に
潜
水
漁
と
舟
か
ら
ほ
こ
鉾

や
網
で
捕
る
イ
サ
リ
漁
。
漁
獲
さ

れ
た
ナ
マ
コ
は
海
水
を
入
れ
た
袋

に
入
れ
て
萩
の
市
場
に
入
荷
、
活

き
た
ま
ま
セ
リ
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

料
理
は
、
生
の
ナ
マ
コ
を
薄
く

切
っ
て
、
三
杯
酢
や
ポ
ン
酢
で

い
た
だ
く
の
が
一
般
的
。
内
臓
を

丁
寧
に
除
去
し
て
、
で
き
る
だ
け

薄
く
ス
ラ
イ
ス
す
る
の
が
料
理
の

コ
ツ
で
す
。
番
茶
で
軽
く
煮
て
調

味
酢
に
漬
け
込
む
「
茶
ぶ
り
」
は

古
来
か
ら
伝
わ
る
料
理
法
。
酒
の

肴
と
し
て
有
名
な
「
コ
ノ
コ
」
は

赤
黄
色
を
し
た
ナ
マ
コ
の
卵
巣
の

塩
漬
け
、「
コ
ノ
ワ
タ
」
は
ナ
マ

コ
の
腸
の
塩
漬
け
、
い
ず
れ
も
１

匹
の
ナ
マ
コ
か
ら
ほ
ん
の
数
ｇ
と
、

ご
く
少
量
し
か
取
れ
な
い
た
め
、

非
常
に
高
価
で
す
。

近代日本の礎を築いた長州ファイブ。英国に密航留学後は、東京を中心
に活躍しました。それでは東京にあるゆかりの地を巡ってみましょう。

東京のゆかりの地を巡る②

（マナマコ）

遠藤 謹助（1836〜1893）

春日局墓所・東洋大学発祥の地

麟
りんしょういん

祥院・遠藤謹助墓所
【文京区湯島】東京メトロ千代田線・湯島駅
１・３番出口より徒歩６分

　造幣局長として近代的貨幣製造技術
の向上に貢献し、桜並木の「通り抜け」
を発案。麟祥院は徳川３代将軍家光の
乳母春日局の菩提寺。遠藤謹助の墓所
もあり、遠藤の墓石に刻まれた文字は
伊藤博文のもの。東洋大学発祥の地で
もある。

〜28歳で英国へ密航、造幣局長となる〜

六本木ヒルズの中に、
池と緑の美しい日本庭園

毛利庭園・長府毛利藩邸跡
【港区六本木】東京メトロ日比谷線六本木駅
１番出口より徒歩７分

　六本木ヒルズにあるテレビ朝日本社
の敷地は、かつて長府藩毛利家の下屋
敷があった場所。公園は、面積 4300
㎡と広大な回遊式の日本庭園に整備さ
れ、散策の楽しめる憩いの緑地として
親しまれている。近くの旧防衛庁敷
地（東京ミッドタウン）や檜町公園は、
萩の本家である長州藩毛利家の下屋敷
があった場所。

南千住から若林へ

松陰神社・吉田松陰墓所
【世田谷区若林】東急世田谷線松陰神社前駅
より徒歩４分

　松陰の遺骸は、小塚原（荒川区南千
住）に埋められたが、文久３年（1863
年）高杉晋作や伊藤博文らの手により、
掘り起こされ、若林村（世田谷区若林）
に改葬された。明治 15 年（1882 年）、
松陰神社が創建された。

吉田 松陰（1830〜1859）
〜幕末の思想家、教育者〜

萩産のナマコは、高級な「赤」が主流

三杯酢
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